農地法第３条の規定による許可申請について
Ⅰ.前提条件
　 農地法第３条に基づく許可を受けるためには、次のすべての要件を満たす必要があり

ます。

【効率利用要件】

　　今回の申請農地を含め、所有している農地または借りている農地のすべてを効率的に

耕作すること。

【農作業常時従事要件】

　　申請者または世帯員等が農作業に常時従事すること。

【地域調和要件】

　今回の申請農地の周辺の農地利用に影響を与えないこと。
【農業生産法人要件】
　法人の場合は、農業生産法人の要件を満たすこと。
Ⅱ.提出書類

　 申請に必要な書類は、次のとおりです。（青字は、備付書類。）
□１　農地法第３条の規定による許可申請書
　　　※譲受人・譲渡人の氏名記載は、ご本人の自書としてください。

□２　農地法第３条の規定による許可申請書（別添）
□３　農地法第３条申請にかかる理由書（参考様式Ａ）
□４　誓約書（同意書）
□５　作付け計画書

□６　新規就農の場合には、事業計画および営農誓約書　

□７　譲受人と許可を受けようとする土地の所在地が同一の集落でない場合には、通
作経路図

□８　申請農地の位置図（S=1:10,000またはS=1:2,500程度）
□９　申請農地の登記事項証明書（全部事項証明書）
□10　他市町に農地を所有している場合には、他市町の農業委員会の証明（全部効率利

用要件確認の証）
□11　耕作者が別にいる場合には、「農地法第３条の規定による許可申請にかかる同意
書」
□12　法人の場合には、定款または寄附行為の写し（原本証明付き）
□13　新規就農の場合には、「営農計画書（共済細目書）」
□14　その他、必要と認められる書類

※土地改良区受益地の場合は、所有者・耕作者が変更になることから、誓約書（同意書）
作成に併せて連絡が必要。
